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　当会は、長野県を事業区域として、県内のＪＡ等が会員となって、お互いに助け合い、お互いに発展して
いくことを共通の理念として運営している相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、地域経済の活性
化に資する地域金融機関です。
　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の皆さまの大切な財産で
ある貯金を源泉としております。当会では、資金を必要とする農家組合員の皆さまをはじめ、ＪＡ・農業に
関連する企業・団体、県内の地場企業、地方公共団体等の皆さまにご利用いただいております。
　当会は、農家組合員の皆さまの経済的・社会的地位の向上を目指し、ＪＡとの強い絆とネットワークを形
成することによりＪＡ信用事業機能強化の支援を行
うとともに、地域社会の一員として地域経済の持続
的発展に努めております。
　また、金融機能の提供にとどまらず、環境、文化、
教育といった面も視野に入れ、広く地域社会の活性
化に積極的に取り組んでおります。

　当会の譲渡性貯金を含めた貯金残高は、令和7年3月末で2兆7,262億円となりました。
　当会では、農家組合員をはじめ地域の皆さまの計画的な資産づくりをお手伝いさせていただくため、目的
に応じた各種貯金や国債、投資信託等の各種商品の取り扱いをしております。

当会の考え方

地域からの資金調達の状況

令和6年3月末
	 34
	 98
	 132

令和7年3月末
	 32
	 97
	 129

資格区分
正会員
准会員
合計

●会員数　　　　　　　 　　  　　　　　　　　　（単位：会員）

　ＪＡ長野県グループでは、「食の安全・安心」をモットーに「食農教育」や「地
産地消」の活動に取り組んでおります。長野県ＪＡバンクの「Ｓｌｏｗ風土」は、
豊かな信州の地で地元農家が愛情を込めて作り育てた食材を味わっていただく
ことで、信州の食と風土にあらためて触れ、親しんでいただきたいという思い
から、平成21年より取り組みを継続している商品です。
　令和6年度には、平日の来店が難しい方にもご利用いただけるよう、新たに
ＡＴＭやネットバンクでご契約いただける「Ｓｌｏｗ風土デジタル」を用意い
たしました。
　今後もＪＡ事業の基盤である農業に対して、信用事業を通じたＰＲを行い、
長野県の農業を後押ししてまいります。

総合事業を活かした商品 懸賞品付定期貯金「Ｓｌｏｗ風土」

　人生100年時代、長野県ＪＡバンクではお客さまのライフ
ステージに合わせた商品として、大切な退職金をお預けいた
だく「退職金専用定期貯金『ＧＯＧＯ人生』」や、ＪＡでの
公的年金受給者・予約者の方を対象とした「年金受給者・予
約者専用定期貯金『虎の子』」を用意しております。
　また、長野県ＪＡバンクでは、退職金の運用や年金相談等
を実施しており、今後も地域に根差した金融機関として、皆
さまのセカンドライフを応援してまいります。

退職金専用定期貯金「ＧＯＧＯ人生」
年金受給者・予約者専用定期貯金「虎の子」
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　長野県ＪＡバンクでは、令和6年8月に新たなネットバンクアプリとして「ＪＡ
バンク アプリプラス」をリリースいたしました。そのリリースにあわせ、ネット
バンクからの定期貯金ご契約等、条件を満たした方に最大2,000円をプレゼント
する「アプリｄｅ定期貯金キャンペーン」を実施いたしました。

　令和7年3月から令和8年2月までの間、新たに県内ＪＡで公的年金のお受け取り
を始められた方と、その方を紹介いただいた方のお二人に、「選べるプレゼント」
を贈呈するキャンペーンを展開しております。
　また、正しい年金記録に基づいた年金をお受け取りいただけるよう、県内4地
区に年金相談員を置き、各ＪＡの店舗において年金相談会を開催し、年金記録の
確認サービスやお受け取り手続のサポートを実施しております。
　今後も「年金ならＪＡバンク」と言っていただけるよう、皆さまの充実したセ
カンドライフのサポートに努めてまいります。

　長野県ＪＡバンクでは、「長野県で働く皆さまに、ＪＡバンクをもっと身近
に感じていただきたい」との思いから、令和7年1月末までに既に口座をお持ち
で、令和7年2月〜 4月の期間中新たに給与振込の口座指定をいただいたお客
さまを対象に、現金6,000円をプレゼントする「新生活へスタートダッシュ！
ＪＡバンクで給与受取キャンペーン」を実施いたしました。

新生活へスタートダッシュ!
ＪＡバンクで給与受取キャンペーン

アプリｄｅ定期貯金キャンペーン

　皆さまからお預かりしているＪＡ貯金を源とした当会の資金は、農家組合員やＪＡ、事業者、地元企業、
地方公共団体等においてご利用いただいております。

令和6年3月末
	 20,686百万円
	 51,344百万円
	 281,509百万円

令和7年3月末
	 19,137百万円
	 47,395百万円
	 269,975百万円

区　　　分
会　員

地方公共団体等
その他（法人・個人）

地域への資金供給の状況

貸出金残高

年金キャンペーン
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　長野県ＪＡバンクでは、脱炭素社会の実現と持続可能
な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成を金融面で後押しする観
点から、電気自動車（ＥＶ/Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｖｅｈｉｃ
ｌｅ）の新規購入資金ならびに住宅に設置する充電・給
電設備（Ｖ2Ｈ/Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｈｏｍｅ）の購入・
設置費用について、県内ＪＡが取り扱う住宅ローンの資
金使途に含めた一括融資を取り扱っております。
　また、電気自動車購入資金について「おまとめ住宅ロー
ン」の対象とし、個人のお客さまの月々の返済負担を軽
減することで、環境負荷の少ない電気自動車の普及促進
と脱炭素社会の実現を後押しいたします。

ＪＡ住宅ローンにおけるサステナブルの取り組み

　長野県ＪＡバンクでは、住宅価格の高騰や若年層の住
宅取得ニーズにお応えするため、令和6年6月1日から住
宅ローンの最長貸付期間を50年に延長し、令和7年4月1
日からは最高貸付金額を2億円に引き上げる等、商品内
容を拡充いたしました。
　また、住宅ローンを連帯債務でご利用いただくご家庭
のニーズにお応えするため、「おまとめ住宅ローン」にお
けるおまとめ可能な金額を700万円に拡大いたしました。
　さらに、「がん保障特約付団信」「三大疾病保障付団信」
「連生団信」等、豊富な団信（団体信用生命保険）ライ
ンアップをご用意し、返済期間中の”安心”を提供してお
ります。
　今後も、長野県ＪＡバンクはお客さま一人ひとりの多
様なニーズにお応えし、最適な住宅ローンを提案してま
いります。

ＪＡ住宅ローンの商品性改善

●制度資金の取扱状況　　　　　　　 　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　 　　        （令和7年3月末）

9,806百万円
（1,310件）

（株）日本政策金融公庫
（農林水産事業）資金

国の施策に基づき、食糧の安定供給・農林漁業の振興・農山漁村の活性
化等のために、農林漁業や食品産業への融資を長期かつ低利に行う資金

24百万円
（62件）

（株）日本政策金融公庫
（国民生活事業）資金 教育資金（入学資金および在学資金等）を低利にて融資する資金

8,374百万円
（849件）

独立行政法人
住宅金融支援機構資金

住宅の建設および購入等に必要な資金を長期固定かつ低利にて融資
する資金

1,011百万円
（64件）農業近代化資金 施設の設置、農機具・家畜の購入等農業を営む方をバックアップする資金

730百万円
（38件）中小企業融資制度資金 中小企業の皆さまが、事業経営に必要とする資金を円滑に調達し、

大きく飛躍していただくための低利融資制度

残　高
（件数）資　金　名 概　　　要

※当会が取り扱っている制度資金の一部です。
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お客さま本位の業務運営に関する取組方針

　ＪＡグループは、食と農を基軸として地域に根ざした協同組合として、助け合いの精神のもとに、持続可能
な農業と豊かで暮らしやすい地域社会の実現を理念として掲げています。そのなかで当会は、県内各地区単
位のＪＡが行っている信用事業の県域段階組織として、県下ＪＡの活動をサポートするとともに、より広いエ
リアでの金融サービスを提供する使命を担っております。
　当会では、この理念および使命のもと、2017年3月に金融庁より公表された「顧客本位の業務運営に関す
る原則」を採択するとともに、当会のみならず、県下ＪＡの本所所管部を通じたサポート、情報提供を通じて
県下ＪＡの組合員・利用者の皆さまの安定的な資産形成に貢献するとともに、当会を直接利用するお客さま
の安定的な資産形成に貢献するため、以下の取組方針を制定いたしました。
　今後、本方針に基づく取組みの状況を定期的に公表するとともに、よりお客さま本位の業務運営を実現す
るため本方針を必要に応じて見直してまいります。

１．お客さまへの最適な商品提供
　（１）当会で定める会議体規程に基づく商品設計委員会を開催し、当会の投信窓販業務の商品選定・評価・

決定・見直し、県下ＪＡの投信窓販業務方針に関する事項を協議のうえ最適な商品を提供しております。
なお当会は、金融商品の組成に携わっておりません。【原則2本文および（注）、原則3（注）、原則6本
文および（注2、3）】

２．お客さま本位のご提案と情報提供
　（１）長野県ＪＡグループにおいて、ＪＡの補完機能的な役割を担う当会としては、お客さまの太宗が法人

顧客であり、個人のお客さまは貯金、貸出のお取引のある法人関連（代表者や従業員）、ＪＡグルー
プ内の県域組織関連の職員等のお客さまが中心である特性を踏まえ、当会自身の個人のお客さまに
対しては一段の注意を払い、お客さまの金融知識・経験・財産、ニーズや目的をヒアリングすることを
第一義に、そのヒアリング結果に合わせて、お客さまにふさわしい商品をご提案いたします。【原則2
本文および（注）、原則5本文および（注1～ 5）、原則6本文および（注 1、2、4、5）】

　（２）お客さまの投資判断に的確・迅速に対応できるよう商品のリスク特性・手数料等の重要な事項につい
て分かりやすくご説明し、必要な情報を十分にご提供します。【原則4、原則5本文および（注1～ 5）、
原則6本文および（注1、2、4、5）】

　（３）お客さまにご負担いただく手数料について、特に明瞭簡潔にお示しできるよう、「販売用資料」「重要
情報シート」や「交付目論見書」を活用し、お客さまの投資判断に資するように、丁寧かつ分かりや
すい説明に努めます。【原則4、原則5本文および（注1〜 5）、原則6本文および（注1、2、4、5）】

３．利益相反の適切な管理
　（１）お客さまへの商品選定や情報提供にあたり、お客さまの利益を不当に害することがないように、当会

規程に定める「利益相反管理方針」および「自己取引承認事務手続」に基づき取引の様態・規模・
金額等による制限なく、適切に管理し、お客さまの保護を適正に確保します。【原則3本文および（注）】

４．お客さま本位の業務運営を実現するための人材の育成と態勢の構築
　（１）県下ＪＡの指導機関として、より良い提案を行うための人材育成について、年間を通じた研修会や研

修コンテンツを充実させ、当会および県下ＪＡ職員のスキルアップ、能力向上に努めてまいります。ま
た、人材育成における県域独自プログラムを構築し、継続的に人材育成を図ってまいります。【原則2
本文および（注）、原則6（注5）、原則7 本文および（注）】

（※）上記の原則および注番号は、金融庁が公表している「顧客本位の業務運営に関する原則」（2021年1月
改訂）との対応を示しています。

お客さま本位の業務運営に関する取組方針
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　ＪＡ長野県グループでは、大雨、降雹被害等の自然災害により被害を受けられた皆さまに対し、一日も早
い復旧・復興のための支援に取り組んでまいりました。

　長野県ＪＡバンクでは、被災後の農業復旧・復興を目指す農業者の皆さまに向けた対策資金を用意してお
ります。
　令和6年度に発生した大雨、降雹被害に際し、県内ＪＡおよび当会に相談窓口を設置するとともに、被災さ
れた農業者の皆さまに低利でご利用いただけるＪＡアグリマイティーローン「災害緊急資金」を準備し、支
援を実施いたしました。

被災された農業者の皆さまに対する緊急支援

災害等に対する緊急時対応

　当会は経営理念に基づき、県内ＪＡと一体となり長野県農業の発展と農家経済の向上を金融面から支援さ
せていただくとともに、引き続き地域金融機関として地域社会、経済の持続的発展に貢献してまいります。

地域密着型金融への取り組み

担い手の経営のライフステージに応じた支援への取り組み
●新規就農者支援

　長野県ＪＡバンクでは、新規就農者の経営と生活をサポートするため「ＪＡ新規就農応援資金」や（株）
日本政策金融公庫「青年等就農資金」等、各種新規就農者向け資金の取り扱いを行っております。

●経営不振農家の経営改善支援

　長野県ＪＡバンクでは、負債整理資金の対応等、行政および関係機関と連携して経営不振農家の経営再建
に向けた支援に取り組んでおります。
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●長野県ＪＡバンクの農業者向け資金

　長野県ＪＡバンクでは、農業者の皆さまからのお借り
入れ相談に対応するため各種農業資金を用意しておりま
す。ＪＡプロパー資金としては、幅広くご利用いただけ
る「ＪＡアグリマイティーローン」や農機具・ハウス取
得時にスピーディに対応できる「ＪＡ農機ハウスロー
ン」、農業経営に必要な運転資金として「農業経営ロー
ン（ゆたか）」等の取り扱いを行っております。
　また、農業近代化資金や（株）日本政策金融公庫（農林
水産事業）資金をはじめとする、各種制度資金等の利用
促進に向けて取り組んでおり、令和6年度の新規実行額は農業近代化資金1,200百万円、公庫資金1,073百万円
となっております。
　併せて、商品力の拡充にも取り組み、令和7年4月より、比較的少額の設備投資需要に適した「ジャックスア
グリローン」の取り扱いを新たに開始いたしました。

●担い手農業者へのコンサルティング

　長野県ＪＡバンクでは、担い手農業者の持続可能な経営に向
けた支援として、担い手コンサルティングに取り組んでおりま
す。担い手農業者の経営課題を可視化するとともに、信用事業
と営農・経済事業等が連携し、総合事業体であるＪＡならでは
の解決策を提案することで担い手農業者の成長（＝農業所得向
上）を支援しております。
　担い手コンサルティングは、ＪＡ組合員に対して実施してお
り、ＪＡ・ＪＡ全農長野・外部専門家・農林中央金庫・当会等
が連携するなか、令和6年度は5先の担い手農業者に対しコンサ
ルティングを実施いたしました。
　今後も、ＪＡグループの事業間連携促進による総合事業体としての強みを発揮し、地域農業に必要とされ
る組織を目指した取り組みを図ってまいります。  

●食農バリューチェーン構築支援

　近年、従来からの労働力不足や後継者問題に加え、度重なる自然災害や新型コロナウイルスによる社会変容、
資材価格の高騰等、担い手農業者の経営におけるリスクが複雑化・深刻化しています。こうした厳しい情勢
のなかで、地域農業の持続可能性を確保していくためには、農業者を含めたバリューチェーン全体の強化が
必要です。
　長野県ＪＡバンクでは、こうした課題認識のもと、営業活動を通じて担い手農業者の経営課題を把握し、
ＪＡ営農部門と連携しながらその解決に向けた取り組みを進めております。
　令和6年度は、金融取引を通じて当会および農林中央金庫が収集した「農業所得増大につながる先進的技術
等の有益な情報」を、生産現場の最前線で活動するＪＡの方々と共有し、担い手農業者が抱える経営課題の
解決支援につなげる取り組みとして、Ｗｅｂ会議形式による情報提供の場を設け、関係者間での知見の共有
と連携強化を図りました。

農山村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援への取り組み
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●農業融資への利子補給・保証料助成の実施

　農業経営の安定化・効率化を金融面から支援することを目的として、ＪＡ・当会
が融資する農業関係資金のうち、一定の要件を満たす場合において、農業者の金利
負担および保証料負担を軽減するＪＡバンク利子補給事業および保証料助成事業を
実施しております。
　令和6年度は、3,438件・68百万円の利子補給申請を受けました。また農業信用
基金協会への信用保証料助成についても732件・60百万円の申請を受け付けました。
　これらの事業を通じて、引き続き農業者の皆さまへの支援に積極的に取り組んで
まいります。

●農業法人向け資本供与

　当会では、平成22年度よりアグリビジネス投資育成（株）の農業法人に対する資
本供与手法の一環である「アグリシードファンド」等の活用促進に取り組んでおり、
令和7年3月末基準の投資実績は12件・121百万円となっております。

●本業支援への取り組み

　当会では、お客さまが直面している様々な経営課題に対して、「食」・「農」・「地域創生」分野におけるＪＡ
グループのネットワークおよび公的機関等外部ネットワークを最大限活用し、多様なソリューションをともに
考えることで、お客さまの「企業価値向上に資する支援（本業支援）」を行っております。

経営の将来性を見極める融資手法をはじめ担い手に適した資金供給手法への取り組み

販路拡大支援
ビジネスマッチング

サ ポ ー ト メ ニ ュ ー

不動産マッチング

人材支援

補助金申請支援
社内規則等作成支援
知的財産権支援

事業承継支援
M&A
廃業支援

金融支援

お客さまの新たな販売先開拓や仕入先拡大等、様々な経営課題に対して、ビジネ
スにおける需要と供給の一致を目指して商談の場の提供を目指します。

お客さまの様々な不動産ニーズ（ご購入、ご売却、賃貸など）に応じて、各種ネッ
トワークや提携不動産会社を通じて、不動産にかかるマッチングの実現を目指し
ます。

各種補助金申請手続きや社内規則作成などを目指すお客さまに対して、提携会計
事務所と連携した取り組みにより、各種手続き等の作成サポートを行います。

事業承継やM&Aなどのお悩みについて、公的機関および提携M&A仲介会社、提携
会計事務所等との連携により、円滑な事業承継、M&Aをサポートいたします。

リースの活用やクラウドファンディングの活用等のご相談に応じ、提案いたし
ます。

（上記については状況に応じて、「ビジネスマッチング基本契約書」を締結し、サポートをいたします。）

「人手不足」が深刻化するなか、経営課題として「人材の確保」を挙げられる企業
が増加している状況にあります。公的機関および提携人材仲介会社を通じて、「人
材の確保」に向けた取り組みを進めてまいります。

SALE
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●本業支援の現場（ビジネスマッチングの取り組み）

　当会では、本業支援の一環として、取引先が生産・
販売する農産物・商品・サービスの販路拡大等を目
的とした「ビジネスマッチング」を実施しており
ます。
　令和6年度には、取引先や県内ＪＡが参加する商
談の場を設けるとともに、各種商談会への紹介を行
い、約40件の販路拡大を支援いたしました。
　今後もＪＡグループのネットワークを最大限活用
し、取引先の販路拡大および安定仕入れを積極的に
支援してまいります。

　当会では、地域経済の活性化（地域創生）に向け、
事業者の皆さまの経営の安定や成長をサポートすべ
く、各種セミナーを開催しております。
　セミナーでは、各種制度や時事問題への対応等、事
業者の皆さまの経営に役立つ情報を提供しておりま
す。令和6年度は「補助金・税制改正セミナー」「カー
ボンクレジットセミナー」「企業価値向上に繋がる脱炭
素経営セミナー」等を開催し、多くのご参加をいただ
きました。
　今後も、幅広くお気軽にご参加いただけるよう、対
面集合形式に加え、オンライン形式も活用しながら、
セミナーのテーマを厳選し、開催してまいります。 事業者向けオンラインセミナー

事業者向けセミナーの開催

　「信州中小企業支援ネットワーク会議」の正会員として長野県信用保証協会や長野県中小企業活性化協議会
等と連携し、お取引先さまへの円滑な経営支援・再生支援に向けて県内金融機関との連携強化に取り組んで
おります。
　また、当会を含む信州中小企業支援ネットワーク会議メンバーおよび独立行政法人中小企業基盤整備機構
が出資する長野県版の中小企業再生ファンド「信州みらい応援2号ファンド」を活用し、個別貸出先等の経営
改善支援・事業再生支援に取り組んでおります。

経営改善・事業再生支援への取り組み

　平成20年より信州キャンペーン実行委員会に加入し、構成団体の一員として観光の発展に繋がる取り組み
を行っております。
　また、コロナ禍が収束し観光需要が回復傾向にあるなか、新たな旅行スタイルや需要の変化に対応する
ため、多くの観光事業者は国内外からのお客さまの受け入れに柔軟に対応する必要があります。当会では、
探求的対話を通じた事業性評価に基づく金融対応を行い、県内観光地の面的支援に取り組むほか、各種経
営課題に対して提携専門家や長野県よろず支援拠点等と連携し、課題解決に向けた支援に取り組んでおり
ます。

観光産業活性化に向けた取り組み
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　中小企業の経営の改善については、「金融円滑化にかかる基本的方針」に基づき、適切な業務遂行に向け、
経営改善計画の策定支援や貸出条件の変更、新規貸出対応を行っております。
　また、外部専門家・外部機関と連携して、お客さまの経営課題の解決支援を通じ、地域の活性化に取り組
んでおります。

●金融円滑化にかかる基本的方針

　当会は、農業協同組合等を基盤とする協同組織金融機関として、「金融業務の公共性に鑑み、利用者保護を
確保しながら金融の円滑化を図る」ことを地域金融機関としての存在意義、および社会的責任と認識してお
ります。
　平成25年3月末に中小企業等金融円滑化法の期限は到来しましたが、引き続き以下の方針に基づき、金融
円滑化の取り組みに努めてまいります。

中小企業の経営改善および地域活性化への取り組み

金融円滑化にかかる基本的方針

１．当会は、お客さまから新規融資や貸付条件の変更等のご相談、およびお申込みがあった場合には、
お客さまの特性および事業の状況を勘案しつつ、できる限り、柔軟に対応するよう努めてまいります。
また、お客さまの経験等に応じて、説明を適切かつ十分に行うように努めるとともに、お断りさせて
いただく場合には、その理由を可能な限り具体的、かつ丁寧に説明するよう努めてまいります。

２．当会は、与信判断にあたって、過去の貸付条件対応等にかかわらず、お客さまの事業の成長性や将
来性等を勘案しつつ、実情に応じた検討や判断を行うよう努めてまいります。

３．当会は、事業を営むお客さまからの経営相談に、積極的かつきめ細かく取り組み、お客さまの経営
改善に向けた取り組みをご支援できるよう努めてまいります。
また、上記対応のため、各担当者の能力向上に努めてまいります。

４．当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件変更等のご相談・お申込みに対する問い合わせ、相談
および苦情については、公正・迅速・誠実に対応し、お客さまの理解と信頼が得られるよう努めて
まいります。

５．当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件変更等のお申込みに、事業再生ＡＤＲ手続の実施依
頼の確認または地域経済活性化支援機構もしくは東日本大震災事業者再生支援機構からの債権買取
申込み等の求めについて、関係する他の金融機関（政府系金融機関等、信用保証協会等および中小
企業再生支援協議会を含む）と緊密な連携を図るよう努めてまいります。
また、これらの関係機関等から照会を受けた場合は、守秘義務に留意しつつ、お客さまの同意を前
提に情報交換を行う等、連携に努めてまいります。

６．当会は、金融円滑化にかかる体制として、「コンプライアンス委員会」でその対応を協議・管理する
とともに、営業本部長を「金融円滑化管理責任者」とし、さらに、各営業店および関係部署に「金
融円滑化管理担当者」を配置して、金融円滑化の方針等の徹底に努めてまいります。
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●「経営者保証に関するガイドライン」への取組方針について

　当会は、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨をふまえ、本ガイドラインを尊重、遵守してまいります。

１．経営者保証に依存しない融資の一層の促進について
　法人個人の一体性の解消等が図られている、あるいは、解消等を図ろうとしている農業者等のお客さ
まから資金調達のお申込みをいただいた場合には、ガイドライン要件の充足状況や経営状況等を分析し、
経営者保証の必要性等を総合的に判断します。

２．経営者保証の契約時の対応について
　（１）当会は、お客さまと保証契約を締結する場合、お客さまの理解と納得を得ることを目的として、保証

契約の必要性等に関し丁寧かつ具体的な説明を行います。
　（２）保証金額の設定につきましては、お客さまの各ライフステージにおける取組意欲を阻害しないよう

お客さまの資産および収入の状況、融資額、信用状況、適時適切な情報開示の姿勢等を総合的に
勘案して設定します。

３．既存の保証契約の適切な見直しについて
　（１）お客さまから既存の保証契約の解除または変更等の申し入れを受けた場合には、ガイドラインに則

して改めて経営者保証の必要性や適切な保証金額等について検討を行うとともに、その検討結果
についてお客さまに対し、丁寧かつ具体的な説明を行います。

　（２）事業承継時には、前経営者が負担する保証債務について、後継者に当然に引き継がせるのではなく、
ガイドラインに則して改めて経営者保証の必要性や適切な保証金額等について検討を行うととも
に、その検討結果についてお客さまに対し、丁寧かつ具体的な説明を行います。

　　　  また、前経営者から保証契約の解除を求められた場合には、解除について適切に検討し判断します。

４．経営者保証を履行する時の対応について
　経営者保証における保証履行を万一求める場合には、お客さまの資産状況などを総合的に勘案した上
で履行の範囲を決定します。
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　お客さまのお取引状況等に応じて、コンビニ3社ＡＴＭ（セブン銀行・イーネッ
ト・ローソン銀行）の入出金手数料が月2回まで無料となるサービスです。こ
れに加え、令和7年3月25日より、ＪＡバンクアプリ プラスおよび個人向けＪＡ
ネットバンクでの振込手数料が月1回まで無料となるサービスを追加いたしま
した。
　また、令和6年8月25日には、優遇プログラムの適用条件に「投資信託」項目
を追加し、同サービスの適用対象となるお客さまの範囲を拡大いたしました。

非対面サービスの取り組み

　ＪＡバンクでは、窓口に出向くことなくご利用いただける便利で安心なサー
ビスを提供し、さらなる機能拡充に努めております。
　ＪＡバンクアプリは、各種口座の残高や入出金明細の照会ができるスマート
フォン専用のアプリです。定期貯金等の取組状況をグラフでわかりやすく表示
するほか、通帳レス口座サービスをお申込みいただくと、紙の通帳の代わりと
して口座の管理が可能となります。また、請求書払いの機能を備えており、払
込票のバーコード等を読み取ることにより税金・公共料金等の支払いが可能で
す。
　ＪＡバンクアプリ プラスは、従来のＪＡネットバンクにて提供している振
込･振替等の各種取引をシンプルかつ安全にご利用いただけるスマートフォン専用のアプリです。また新たに、
口座開設や住所･電話番号変更等のお手続を申込む機能を備えており、来店や郵送によるお手続の時間がない
方でもご利用いただけます。
　ＪＡバンクでは、便利で安心なサービスを提供し、より身近に感じていただける金融機関となるよう、今
後もさらなる機能の充実に取り組んでまいります。

　ＪＡネットローンは、インターネットで24時間365日、気軽に事前申込みができ
るサービスです。長野県ＪＡバンクでは、ＪＡネットローンで仮申込みをいただ
いたお客さまに対し、年0.1％の金利軽減を行っております。これまでは「ＪＡネッ
トローンキャンペーン」として期間限定で実施してきましたが、利用者の皆さま
にご好評をいただいたことから、令和3年7月より通年で実施しております。

　少子高齢化、長引く低金利、足下のインフレといった、私たちの生活を取り巻く金融環境の変化に伴い、「資
産形成・資産運用」の必要性や、関心・ニーズが高まっております。
　長野県ＪＡバンクでは、こうしたニーズに寄り添うコンサルティング業務を強化しつつ、投資に関する十
分な知識や経験をお持ちの方や、非対面での取引を希望される方等の利便性向上のため、投信ネットサービ
スを提供しております。本サービスにより、投資信託口座やＮＩＳＡ口座の開設、投資信託の買付・解約等、
一定のお取引を非対面で行っていただけます。

ＪＡバンクアプリ・ＪＡネットバンク

ＪＡネットローン

ＪＡバンク投信ネットサービス

優遇プログラムサービス
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地域へのＰＲの強化

　長野県ＪＡバンクでは、ＪＡをより身近に感じ、ご利用いただくためのきっかけ作りとして、各種イベン
トに参加・協賛いたしました。

●ＮＢＳグッドライフフェスタ

　住まい、教育、食事など、暮らしに関わるさまざまな情報を提供し、日々の生活をより快適に、楽しく過
ごしていただきたいという当イベントの趣旨に賛同し協賛いた
しました。
　当日は、投資ゲーム体験ブースや相談ブース、「マネ活」動
画視聴ブースを出展。投資ゲーム体験ブースでは、子どもから
大人まで多くの方々にご参加いただき、楽しみながら投資につ
いて体験いただきました。
　また、ご来場いただいたご家族にチラシを配布し、各種ロー
ン商品や便利なサービスをＰＲしたほか、アンケートにご回答
いただいた方には「よりぞうグッズ」をプレゼントいたしました。
（開催日：令和6年5月11日・12日）

●ＪＡ農機＆資材フェスタ2024

　ＪＡ全農長野が中心となり開催される「ＪＡ農機＆資材フェ
スタ」は、農業機械や生産資材の最新展示・販売を行う、年に
一度の大イベントです。当会では、長年にわたり本イベントへ
の参加を続け、長野県ＪＡバンクの農業資金を積極的にＰＲし
てまいりました。
　メインとなる農業機械の展示･即売会では、実演コーナーが
好評であったほか、家族連れ等の一般来場者にも楽しんでいた
だけるようキッズコーナーの設置やキッチンカーの出店もあ
り、会場には5,000人を超える方々が訪れ活気に満ちていまし
た。
　当会は、ＪＡバンクのＰＲブースを出展し、農業資金の紹介・ＰＲ活動を実施するとともに、アンケート
にご回答いただいた方に素敵なグッズをプレゼントする等、さまざまなイベントを実施いたしました。
（開催日：令和6年7月19日・20日）

●ＳＢＣこどもフェスタ、夢テレビ

　子どもたちへ夢や未来に向かって挑戦することの素晴らしさを伝えるとともに、信州の子どもたちの夢を
応援するという、両企画の趣旨に賛同し協賛いたしました。
　長野県ＪＡバンクは、引き続き、さまざまな取り組みを通じて、次世代を担う子どもたちの夢を応援して
まいります。

　今後も長野県ＪＡバンクでは、幅広いお客さまにご利用いただけるよう、地域イベントへの参加・協賛を
通じた積極的なＰＲに努めてまいります。

地域イベントへの参加・協賛
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　長野県ＪＡバンクでは、県統一ＰＲとして各種キャンペーン等を実施し、長野県ＪＡバンクの利便性や魅
力ある商品ラインナップを訴求するとともに、親しまれる「ＪＡバンク」としてイメージアップに取り組ん
でおります。
　特にテレビＣＭについては、長野県ＪＡバンクオリジナルＣＭによるＰＲを積極的に展開しております。

ＪＡネットローン           

●非対面チャネル

非対面チャネル「アプリ篇」　 非対面チャネル「総合篇」

非対面チャネル「ネットバンク篇」

長野県ＪＡバンクオリジナルテレビＣＭの展開

●教育カードローン

教育カードローン「Ｌｉｐ  ｐｌｕｓ 桃太郎の進学篇」 教育カードローン「Ｌｉｐ  ｐｌｕｓ おおきな夢へ飛翔篇」

●年金

年金ならＪＡバンク篇

●相続

相続の準備はＪＡバンク篇
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　長野県ＪＡバンクでは、これから住宅の購入を検討される方々のきっかけづくりとして、「長野県ＪＡバン
クＰｒｅｓｅｎｔｓ 住まいるフェスタ」を開催いたしました。
　当日は、多くの皆さまにご来場いただき、長野県ＪＡバンクの住宅ローンをより身近に感じていただくとと
もに、その商品内容についてもご理解いただく機会となりました。　
　また、各ご家庭のライフスタイルに合ったハウスメーカーの提案をご覧いただき、楽しみながら住まいづく
りを考えていただける場となりました。

住まいづくり応援イベントの開催

（開催日：令和6年10月26日、27日　伊那市） （開催日：令和6年11月2日、3日　長野市）

　当会は経営理念に基づき、地域に密着した事業を通じて、農業と自然を基本とした、みどり豊かな信州づ
くりを目指しております。
　地域社会との信頼関係を築き、地域社会の一員としての責任を果たすため、本来の事業活動に加え、文化的・
社会的な活動にも積極的に取り組んでまいります。

文化的・社会的貢献活動に関する事項文化的・社会的貢献活動に関する事項

ＪＡバンク食農教育応援事業
　ＪＡバンクアグリ・エコサポート基金とＪＡバ
ンクでは、食農教育を中心とする教育実践活動を
通じ、子どもの農業に対する理解の深耕を図り、
農業ファンづくりや地域の発展に貢献することを
目的として、「ＪＡバンク食農教育応援事業」に取
り組みました。
　この取り組みの一環として、「食農教育」「環境
保全」「金融経済」をテーマとする小学生向けオリ
ジナル教材本「農業とわたしたちのくらし」を制
作し、県内の全小学校と特別支援学校に寄贈して
おります。
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　ＪＡ組合員・利用者の皆さまが築かれた大切な財産
を、安心して次世代に承継していくため、長野県ＪＡ
バンクでは「相続・遺言セミナー」を県内ＪＡにて開
催しております。
　セミナーでは、相続や遺言に関する基礎知識に加え、
円滑な相続に向けて今から準備できることをお伝えし
ております。
　また、ご希望の方には個別相談会を実施し、相続に
関する一般的な疑問やお悩みにお応えする等、ＪＡ組
合員・利用者の皆さまの相続対策をサポートしており
ます。

脱炭素経営に向けたソリューションの提供
　企業は近年、多様なステークホルダーとの関係性の
なかで、脱炭素経営に対する期待や要請の高まりに直
面しています。こうした社会的要請を踏まえ、当会で
は環境・社会課題の解決に資する取り組みとして、令
和6年11月よりＧＨＧ（温室効果ガス）排出量の計測
などを手がけるコンサルティング企業と提携し、企業
の脱炭素経営を支援するソリューションの提供を開始
いたしました。
　また、令和7年2月には、「企業価値向上に繋がる脱炭
素経営セミナー」を開催いたしました。本セミナーでは、
脱炭素に関心を寄せる企業を対象に、専門家を招いて
カーボンニュートラル実現に向けた取り組みをご紹介。
多くの皆さまにご参加いただき、今後の経営に資する有益な情報を得られたとの声が寄せられ、好評を博し
ました。
　当会は今後も、地域の企業と連携しながら、持続可能な社会の実現に向けて積極的に取り組んでまいります。

詐欺被害撲滅への取り組み
　地域の皆さまが安心・安全に暮らせる社会の実現を目指し、長野県ＪＡバンクでは、広報活動を通じた詐
欺被害の未然防止に取り組んでおります。
　このたび、長野放送および長野県警が共同で企画・実施した「詐欺被害撲滅キャンペーン」に協賛し、詐
欺被害撲滅に向けたオリジナルＣＭを放送するとともに、県施設や市町村役場へのポスターおよびチラシの
掲出等を行いました。
　今後も地域金融機関として、被害防止に向けた啓発活動を継続してまいります。

相続・遺言セミナーの開催
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ＪＡにおける地域活性化・地域貢献への取り組みを支援
　長野県ＪＡバンクでは、行政や地域関係者との連携を強化し、地域固有の課題やニーズに向き合い創意工
夫をもって取り組む施策である「ふるさと共創事業」を展開し、農林中央金庫とともに地域活性化や地域貢
献への取り組みを多面的に支援しております。
　令和6年度は、ＪＡ信州諏訪・ＪＡあづみ・ＪＡ中野市の地域貢献活動支援に取り組みました。

ＪＡ信州諏訪

　ＪＡ信州諏訪では、諏訪支所に太陽光発電設備およ
び電気自動車を導入しました。
　また、同ＪＡは諏訪市との既存の災害協定に、諏訪
支所を新たに追加し、災害時の防災拠点としての役
割をより広げることが可能となりました。災害発生
時には、諏訪支所を避難場所として提供するほか、
電気自動車を蓄電池として活用し、夜間電力の確保や
給電活動を通じて、地域の防災拠点としての機能を果
たします。

ＪＡ信州諏訪　防災拠点施設（諏訪支所）

ＪＡあづみ

　ＪＡあづみでは、本所・豊科支所に太陽光発電設備
および蓄電設備を導入し、災害や停電時における非常
用電源供給体制を整備しました。
　さらに、同ＪＡは令和7年3月に安曇野市と災害時の
連携協定を締結。災害発生時には、安曇野市と連携
して地域住民等への電力供給や避難場所の提供、災
害用備蓄品の保管等を行う計画です。今後も安曇野
市と連携しながら、地域住民のサポートに努めていく
方針です。

ＪＡあづみ　防災拠点施設（本所・豊科支所）

ＪＡ中野市

　ＪＡ中野市では、キノコ生産者の共同利用施設であ
る種菌センターに太陽光発電設備および電気自動車を
導入しました。
　同ＪＡは令和6年11月に中野市と連携協定を締結し、
太陽光により発電した電力を電気自動車に蓄電し活用
することで、災害時の給電活動に貢献します。また、
種菌製造やキノコ栽培には大量の電力を必要とするた
め、太陽光発電設備の導入によってＣＯ₂排出や電気
料金の削減が期待できるほか、キノコ生産者への持続
可能な事業モデルの提示等、農業分野への新たな貢献
も期待されています。

ＪＡ中野市　防災拠点施設（種菌センター）
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　情報誌「ＪＡｍｐ」を季刊で発行し、県内ＪＡバンクの業務案内やトピックス等、会員の皆さま向けに有
益な情報を提供しております。

　日頃、ご利用いただいている皆さまに有益な情報をご提供し、相互の交流を一層深める目的でさまざまな
活動を行っております。

利用者ネットワーク

　融資のお取引をいただいている法人の皆さまを対象に、外部より講師を招いての経済セミナー、制度改正
等時宜のテーマに沿った実務セミナーを開催しご好評いただいております。
　また、親睦会を通じ会員相互の交流によるネットワークづくりのお手伝いをしております。

共栄会

　県内ＪＡで年金をお受け取りいただいている約18万人の
皆さまにより組織されているのが「ＪＡ年金友の会」です。
　ＪＡ年金友の会では、旅行、スポーツ等さまざまなイベ
ントを開催して、会員の皆さまのいきがいや仲間づくりの
お手伝いをさせていただいております。
　特にマレットゴルフは、各ＪＡでの大会のほか、県大会
も実施し、会員の皆さまが日頃の練習の成果を発揮する機
会のほか、交流する場ともなっております。
（開催日：令和6年10月10日）

ＪＡ年金友の会

金融情報誌「ＪＡｍｐ」


